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企南極大陸での大気球放疎(撮影 並木道義) (本文犯事審照)

電波望遠鏡と宇宙望遠鏡

宇宙科学研究所村田泰宏

はじめに

研究紹介ということで，本来は細かい研究成果につ

いてお話したほうがよいのかもしれませんが，ここで

は，屯波望遠鏡の話を書きたいと思います。赤外線と

HI 波の境については暖昧ではありますが、~t1波法とい

う法律があって，その第 2条に ri 屯波」とは， 3∞万

図 1 アレシポ天文台

メガヘルツ以下の周波数の屯磁波をいう。』と主?かれ

ています。波長に直すと，約 0.1 ミリ以上の屯磁波と

いうことになります。この「屯彼」で天文の研究をし

ているのが屯波天文学です。

この「氾波」は，“基本的には"人間の目で見える

可規光あたりと並んで，宇宙から大気を通して天体の

屯磁波がとどきますので，地上にある望遠鏡を使えば

観測ができます。可視光では，直径 8- lO m クラスの

望遠鏡が最大のものですが. HI 波望遠鏡は，直径 50­

100m クラスの望遠鏡がいくつかあり， さらには，鏡

而が地上に固定されている望遠鏡として，アレ νボ天

文台の直径 305m の望遠鏡(図 1) もあります。

1 なぜ電波天文学 F

では，なぜHl波天文学をやるのでしょうかワ それ

にはいくつかの理由があります。

1) 屯波は重要な観iJllj手段の lつ。

星や，銀f日iI，宇宙のことをより知るには，できるだ

け情報を集めなければなりません。可視光だけでなく，

X線や，赤外線やHi波や，いろいろな手段で観測すれ



ば，別の情報が得られます。人によっては「この天体

は，このように良くわかっているので屯波で観測しで

も窓味のある紡巣は 111ないよ。」という人が L、るかも

しれません。そのような予測ももちろん大切ですが，

一方で，われわれ観ilill震とよばれる人々は，予測もで

きないfiji白いことを児つけてやりたい，と常日頃から

思っています。パルサーや宇宙背1iJ:放射なども早川、が

けなく見つかったものです。

~U波の場合波長は長く，波打ちもほかのHI磁波より

ゆっくりです。したがって温度が低い(低エネルギー

の)天体からでも，非常に'jrfJ i蹟の活動銀河の中心にあ

るブラックホールの近くの21i淑のガスでもfE彼を発生

することができます。強弱の差はありますが、ほとん

とーの天体から~tI波は HJてきます。

2) HI 彼 lま光に比べると述くまで見える。

HI 彼は光と比べると字 'iii のチリやガスの 'I' の透過カ

が強く，例えば光で銀河系の中心方向を観測 l してもそ

のご本尊は見えませんが， m波では見ることができま

す。

3) HI 波は天体からの信号を彼として観測できる。

fG 波史遠鏡は，ほかの波長の盟遠鏡(もしくは検出

総)と大きな巡いがあります。それは f12 波を放のまま，

天体からの也被の強さ(放の振り幅)だけでなく，彼

を打つタイミング(位ff.j)も含めて観測できます。 fE

波は波長が長いので，その分，波打ちがゆっくりなの

です(周波数が低い)。したがって，波の性質を保っ

たまま胤波数をさらに下げたり，データを記録したり

するのに使用できるデバイス(半導体や超伝導索子な

ど)があります。ほかのTIl舷波では.波打ちが早過ぎ

てなかなかそのようなことは難しいのです。也被では

彼の観測ができるために， JE1 波長分解能観測が実現で

きたり. 4) で述べるような「干渉計」というものを

実現できたりします。

4) 干渉前により高感度の装 -ill が作れる。

図 2 マッヴスプランク 100m 電波望 i童鏡(ドイツ)

電波が彼として受信ができるおかげで，干渉前とい

うタイプの fE 波恕迷鏡を作ることができます。千沙計

のしくみについては. ISAS ニュースの 1997 年7月号か

ら 1998 年 l月号のスペース YLBI 入門. 1999 年8月号の

「はるか」特集号を参考にしてくださ L、。絞数のアン

テナを組み合わせて lつの氾波望迷鏡を作る技術です。

干渉計の登場により， ~U 波を tiさめる能力(感度)をあ

げるのに大きな ill 波盟主詰鋭を flo らなくてもよくなりま

した。主鋭が !li b かせる ~U 波盟遠鏡としては最大の

l∞m望遠鏡(図 2) ですが，感度は. YLA での 25m ア

ンテナ 27 仰の方がれ ~j t 、のです(図 3) 0 1∞m望遠鏡か

らさらに大きさを大きくしようとすると f立すぎてE

E型遠鏡を作るのは至難の業です。ところが干渉計であ

れば.アンテナを幼やせば/'岳ocを増やすことができ

ます。さらに. 5) で述べるような利点もあります。

そのようなことから，後述する次世代の巨大也被恕逃

鏡昔I- f!lJ1は. ALMA計f!IJ1にせよ，波長の長いほうの

SKAm 聞にせよ，すべて干渉昔I-になっています。

図 3 VLA(米国 ニューメキンコ州)

5) 干渉前により i可解像度鋭部Ijが笑現できる。

f白波でも光でも観測天文学者が大きな望述鏡を作る

のは2つの里I! 仕l があります。 lつは，できるだけ多くの

宇宙からの光を集め，より微弱なより遠い天体まで観

測した L 、。もう lつは，解像度をあげて，できるだけ

調IIかく天体を見たいという理由です。解像度は望遠鏡

の口後に反比例し，波長に比例します。ドイツにある

l∞mのアンテナで波長6cmで観測をした場合，解像

度は約120秒角となります。光の鶴 illiJの場合は. ，;Iv.の

袈遠鏡でも l秒角をすこし切るくらいの解像度になり

ます。結局 1∞mクラスの望遠鏡を作っても解像度で

は 100倍以上も恐いのです。

干渉計の場合は，也被望遠鏡としての解像度を苦I- t'!

するときは，望遠鋭の磁後に相当するのは，干渉前を

構成するアンテナ群の端からま描までの距離になります。

例えばYLAの場合，思い切りアンテナを広げると
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40km くらいになります。解像度は0.3秒角となります。

さらに，観測した~1l波をとても精度の許~~、"寺討会を使っ

て磁気記録するVLBIという伎術で， 世界中にある屯

波望述鋭が協力して lつの製法鋭を作ることに成功し

ました。これにより， m~波盟主主鋭の大きさは，一気に

地球サイズ(直後約 12，αlOkm) になりました。波長6

emの観allJで，。∞ 15秒角(1.5 ミリ秒角)となり，ハッ

プル忽i車鋭の解像度も凌総します。このVLBI技術に

より ~II波天文学は，もっとも高解像度が笑現できる波

長帯になったのです。

2. 電波望遠鏡も宇宙へ

VLBIによって 1∞mから地球サイズまで大きくなっ

た屯波耳目遠鏡をさらに大きくするため， VSOP ，r! 国nで

は';U波望迷鋭「はるか」をM-V-H勾機で地球の外に位

きました。「はるかJ は最大で21 ， S∞km くらいの高度

になるので，地球の直径分も勘定に入れると，約

33，500km，地球の3倍弱くらいの大きさのHt波望遠鏡

を作ることができました(図4)。これにより，波長6

emて'は解像度は 1 ミリ秒角を切って0.4 ミ I) ;秒、灼を達成

しました。f!iI像度をあげると物Il~がこまかく見えてよ

くわかります。 0.4 ミリ秒角というのは， どのような解

像度になるのでしょかワ 東京から大阪にあるものを

見た場合， 0.4 ミリ秒灼の角度は約 1 ミリの長さに~た

ります。員IIかい字の文3でも読めてしまうくらいです。

関 4 VSOPが作った地球より大きな電波音量逮鏡

この解像度を利用してVSOPではさまざまな成果が

LBました。解像度会がおいということは，絢1かい精進が

よく見えます。 VSOPの結果については， これまでも

ISASニュースなどで公表されましたが，その後も観

測は継続しています。図5は， 1928+738という天体を

「はるか」で5年間観測してえられた活動銀河核からの

ジェットの変化の様子・て'す。ジェットのパターンが変

化しているように見えますが，よく見て切るいところ

を追って L 、くと，銀河の中心から般れるようにそれぞ

れの明るいところが動いていくことがわかります。解

像度が高くなければここまではわかりません。「はる

か」が観測を始めてもう 6年にもなり， さらに観測を

継続して新しい成巣を tl~ していくことになります。

3. 将来の電波望遠鏡像

現在2つの大きな闘際的な大~tI波望遠鋭述設計画が

動き始めています。ひとつはALMA計画です。~~m:，

分解能ともにミリ波，サプミリ波で必高のものになる

先鋭の地 t観測装i設です。建設も米国，欧州ですでに

始まっていて，これに国立天文台を中心とした羽本の

グループも加わろうとしています。 3グループ共同で

千 1) の海抜5，α泊mの高地に直後 12mのアンテナ64側の

干渉討を作ります。ミリ波，サプミリ波では大気の影

轡が大きいので，できるだけ大気の7;.~' 、 5，∞Omの UI の

上に建設します。もう l つの悶際プロジェクトは，セ

ンチ波より長ーい波長の観測装ii1である SKAプロジェク

トです。 SKA というのは， SquareKilometer-Array

(平方キロメータ干渉前)の略で，感度をJ('/すため史

遠鏡の表 i伺紛が l平方 km を超える製迷鋭を作ろうとい

う計 I国iです。オランダ，中間，オーストラリア，米 l羽，

カナダなどが，それぞれの型遠鏡の設計主主を錠楽しそ

の比較を行っています。完成は ALMA よりずっと巡い

ですが，実現すればアレシボの直後 305m の 13 倍以|ゅ

の!樹立になります。 ALMA やSKA は究極の地上泣 j波

gll 卓鋭と言われますが， i立波天文の観測廃はそこで満

足するでしょうか 9 しばらくは泌足するかもしれま

せんが，観測をすればさらに新しい疑問が耳目いて， さ

らによりよいデータを求めるのは，観測屋の宿命です。

もともと， II波天文学は.地 tでいろいろとできたので

すが，科学の発股が，よりお精度の m波望遠鏡を求め

てきており， ALMA やSKA での観測成果がその次の

竺何回 11立波盟遠鏡を婆求することに必ずなると思います。

HI 波ill 述鋭を字 Tii に作る理I[怯 l は主 lこ 3つあり， 1つ日

は字 'ill に大気がないということです。 ALMA はえ∞ o

mまで上がりましたが， もっとずっと kのほうがいい

のです。それほど， ミリ波，サプミリ波では大気が車 i

E誌なのです。 ALMA だけでなく地 I:VLBI でも事情は

If.!じです。大気のせいで， 3 ミリくらいより娘い波長

での VLBI は，なかなかうまく行きません。

2つ自の利点、は宇宙は広大で主力がないということ

図 5 VSOP で捕らえられたヲェーサ 1928+ 738 からのジヱット

の模棟の 4 年間の変化

q
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て'す。「はるか」は，袋線をやII ばすために字mに出ま

した。また.illカもないことから地上よりも大きなア

ンテナを作る可能性があるのではないかと思います。

3つ自の宇宙の利点は， fE波がないことです。 fG波

を観測するのにl[t波がないとはワ と資=災に思うかも

しれませんが，地球上やその閥辺は，特にセンチ波よ

り波長の長いところで人工屯被であふれかえっていま

す。通信の世界では，出される f11波もとてつもなく強

いものばかりです。そのような人工屯波の影轡をなく

すためにはできるだけ地球から雌れればいいというこ

とになります。月の裂が良いともi言われています。

4. 究極の宇宙電波望遠鏡は?

たとえば. ALMAの次世代だとどのような忽遠鏡

になるでしょうかワ ほんとはどのような科学を目的

とするかを意識しなければならないのですが，感度を

IOfi自にしようとすると30mクラスのアンテナを 1∞倒，

データの速度は務とさなければならないので'相関総も

宇宙 lこ上げて，データレートを落として地上にデータ

を送ります。干渉苦!としての!よがりも 10-1∞km くら

いでしょうかヲ でも大気がないことを考えると 10m

クラスのアンテナを30側くらい使った干渉計でも地上

盟述鋭と勝負になるかもしれません。

一方，将米のスペースVLBIの lつの方向としては，

サプミリ波で解像度 10マイクロ秒角をねらうというも

のがあります。近くの銀河の中心にあるブラックホー

ルを彩としてみるための仕様になります。(これは，

この仕様であればほlま篠実に見えるだろうと言われて

いるものてνす。もっとItL 、仕様でもいいかもしれませ

ん。)この場合は. ~主総長は 10.αlOkmでよいことにな

ります。この1車線長は別にスペースVLBI というもの

ではありませんが，サプミリ波だと地上ではVLBIは

縦しいので宇宙望遠鏡にする必要がU:~てきます。

5 次のスペースVLBI計画にむけて

われわれは. rはるかJ で位界で初めてのスペース

VLBI衛星を笑現しました。しかも前節で述べたよう

に， Hl彼天文学の1控訴lでも字'市での観測が今後クロー

ズアップしてくる可能性がとても商いのです。世界に

先行している宇宙での電波天文の流れをこのまま大き

な流れにしなければなりません。前節のような話は今

の段阪では，かなりの夢物語ではありますが，次のス

ペースVLBIの計闘も，より短い波長へ，より高感度

でというような方向で開発を進めています。 f荷主是のf:f:

織は望めばキリがありません。 lfij I当そうな成巣が出る

ところで，できそうな所はどのあたりかを見据えつつ，

計闘を進めていかなければなりません。ここでは，一

般的な話をさらに妄忽的におきましたが，具体的な次

のスペースVLBI計簡については別の機会に譲りたい

と思います。(むらた・やすひろ)

お知らせ

女人事異動

……………w…m………ヲ

発令年月日 氏 名 異動事項 現 (I日)職士事

(採用)

1S.2.1 fた日 む村吟 た際か ゆ空宇'
字前科学企蘭情報解析センタ一助手

女ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 2 月・ 3 月)

2 月 3 月

M-V-6 頚胴部仮組立

相模原
(lA富岡)

MUSES-C 総合試験

下旬
INDEX 第1次噛合せ試験

末:

内 M-V-5 第2組立オベレーション MUSES-C 射場オベレーション
之 • 2nO.,

中旬J甫 6

再使用型ロケット複合材タンヲ賦験 再使用裂ロケット地上燃焼鼠験
4 •
(中旬。内之浦) 中旬 (能代) 末
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〈為責『のぞみ」地球スイングパイに成功

ζ万子円ヰご 平成10年7月4日に打ち上げた火星探査
開IUS¥I
反日 ζ二日 機「のぞみ」は，平成 15 年末に予定して
凶事情 H
'(:恒三~ ~、る火星周回軌道投入をめざして惑星間

軌ill を巡航中です。去年の年末 12 月 21 IIIこ地球に後近

し，無事スイングパイを実施しました。地球への最接

近は|司日午後 4時37 分ころ，距維は，約 3万km て'す。

一時は. 3官~6 ，O∞万 km まで地球を縦れたこともある

「のぞみ j の久々のご帰宅ですが，年 t接近 H寺は日本か

らは Tl えな L 、 II 寺 1U1 {1! に当たりました。このスイングノ〈

イで，探査績は政道而から多少離れ，地球の北側を進

む軌道に移りました。

「のぞみ」は，昨年 4月 21 日に起こったコロナマス放

出を{下う大規絞な太陽フレアに遭遇した後.J1f載機器

のJ負傷により一部の HI 源系に不具合を生じ，テレメー

タが送信できない状態が続いています。そのため巡航

軌迫上での科学観測は停止しています。しかし，軌道

決定のための測距やコマンド受信は正常に動作し，ま

た俗載の自律機能を用いたビーコン HI 波のオノオフに

よるテレメトリの代待という議技も活月]して，安勢制

御や軌道制御を実路しています。現在は.不具合の詳

しい解析および復 III のための巡則の検討を進めている

ところです。

今後. rのぞみ」は. 6)'J19 日に再び地球スイングパ

イを行い黄道而内の巡航軌道に移り，今年末の火星周

同軌道投入の幣備に人る予定です。(中谷-l! I5)

肯第 3回宇宙科学シンポジウム

1月 9-10 日の 2日間にわたり第 3回宇宙科学シンポジ

ウムが聞かれました。字 'iii 科学研究所の肴仮シンポツ

ウムとして始まり，ついに 3阿日を迎え，そろそろそ

の真価を問われる時期 lですが，参加者は約 320 名を数

え，発表件数は 150 件(内ポスター 92 件)という盛況

ぷりでした。

l 日日は. WG 報告を含む将来青 I' ii!!i!是案. WI'! には

衛星 1i~ 盤技術・将来正 "l l1J i提案の一部，そして特に今問

は，宇 HI 科学の進むべき一つの方向を TllU すために

「小刻術 Jll ・小型飛均体」セッションを設けてみまし

た。紡よ~としてこのセッゾョンへ 35 件もの発表 ill し込

みをいただき，企画1' 1身は成功であったといえます。

しかしながら，このセッションで IJ 型衛星写のレビュー

がJな議泌が無く，参加 l.ffにとって必ずしも有 1主義な情

報をうえるものとなり得なかった点は反省点の一つで

す。また，今回提案予定のミッ戸ョンが SELE NE- B と

ソーラーセールの 2件あったこともあり. Working

Group 報告への時間配分が大きく，本シンポジウムの

基本であるポスタ一発去の時 HlJが 2時間あまりと短

くなってしまったことも残念です。

なお，今回事 Yl の試みとして，山村助手 OJ;! 始宇宙物

耳目学制勺)の努力により，議Ij.ij会場の様子を TV 会議

システムによってポスター会場及び SuperSINETI こ配

信することができました。( I止Jfi人一|可)

MUSES-C 月報 -2

女然真空試験で字術空Il II を体験

12月に機械環境試験を終えた探査機は. t史書量推薬

を排出・乾燥させ，いま再度の俄能1iIf~試験を行い，

l刀半ばから熱』 ZZE 試験が始まった。

試験は巡航 'j" だけでなく，小惑星への降下と着陸

フェーズを艇厳して行われる。もっとも熱的に厳し

いのは，実はこのお|壊フェーズである。探査機下部

は約 l∞。Cあるいはそれ以上と怨定される日温の表

I偏に正対することになる。解析された熱数学モデル

が正しいことが線認されるはずである。

これに引き続き，イオンエンジンを探在機本体に

マウントした実装状態で，チェンパーの中で稼動さ

せるというユニークな試験が予定されている。おそ

らく世界でも類をみない実禁状態での逆転試験であ

り，最終のイオンエンヅンの動作確認を飛行状態で

行おうというものである。

一連のチェンパー内の試験が終了するのは 2月半

ばになる。その後.熱 lt~ 試験後の機能線認と，セ

ンサアライメント.世!性言者誌の昔|訓 IJが終わると，い

よいよ鹿児ぬへ愉送される予定である。

若L、担当者にとっては，実機の試験から打七げ lこ

通ずる質量な経験であり，意欲的になるのは当然で

あるが，一方では老練の担当者が退官を日の liii にし

つつも ~~1~ な作業を心がける盗が対照的である。数々

の修 S車場をくぐりぬけてきた先放たちから，少しで

も経験に義付けられた仕事ぶりを学べればこれに魅

したことはない。 MUSES-C は，新型エンジンを熔

載する自律性の ~::j~ 、段新鋭の探査機である。 E震3空機

もともに世代を交代しつつあるといえる。

ω旧 f'f:-l! I5)
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肯M-V-5号機第1組立オベレーション

M-V-5号機 (MUSES-C) の打上げ実験の第 l 劃i立オ

ペレーションが，平成15年 1月 10 日 ~19 日の期間，鹿

児島宇宙空間観測所にて行われました。

第l組オベでの作業は後間51誌，第 l段・第2段モータ，

ノーズフェアワングの総立てが中心です。まず後部筒

の作業が始まり，並行して第l段挑)J方向制御l系の作

業，そして第2セグメントとノズルの結合へと進み，

同時にノーズフェアリングの作業も行われました。第

l段に後郊筒が組み付けられサーマルカーテンが付く

と第 1段の作業はほぼ一段端。続いて第2段モータへの

ノズル組付け，推力方向制御系の最終強備が行われ，

予定の作業を終えました。

4号機から数えて3i lーぶりのオペレーション。性能向

上と低価絡化を図った第2段モータやキックモータは

新規開発品です。実験班員の顔ぶれも歳月とともに変

わっています。これらのプレッシャーを感じながらも，

5号機を必ず成功させるぞという気概が実験班の全員

に溢れていました。事故や失敗は気が付かない所に隠

されている務とし穴のようなもの。だから. ~よ本ヰ時j •

安全事項をよく町1・3悲しましょう。そう呼びかけ合いま

した。必後の検討会では皆の安全と無事に感謝し，反

省点を検討し.得られた教訓を賀~2組オぺやフライト

オベに活かし. 5号機を成rjJに導こうと確沼、いたしま

した。(商品問 徹)

第 2段モータ (M-251 とノズルの結合作業

脅南極で大気球を揚げる

1992年 11月 14日，宇宙科学研究所では3人目となる

第34次南極観測隊貝として晴海埠頭から砕氷緩「しら

せ」に乗り，大気球を放球するため南極 II昭和基地」

に向かつてからちょうど10年目，今回は気球工学のメ

ンバーである必坂，斉藤と 3人で第44次補極観測隊員

として再び陶磁 II昭和基地J で大気球実験を行うこと

になった。 IOlf·1i可と変わったことは. I しらせ」が 11

月 14日に II古海埠磁を出航，縦割IJ隊J1はそれから2遡|制

後の 11月 281ヨに成聞からオーストラリアのフリーマン

トルに向けて窓路で行き，そこから「しらせJ に乗船

し南極に向かうことである。

昨年暴風韻で「しらせ」が政大52。という f音楽的な

揺れに見舞われたが，今年は例年になく泌がおやかで

2アの綴れが伝大であった。フリーマントル泌を 12月

3 日に出港し， 12月 17 日にはi昭和基地へ30マイルの地

点に¥iJ'?l. 順次大型のヘリコプターに絡乗し I明和基

地に降り立った。我々の実験をできるだけ早く行うた

め，会ての気球用の資材は緊急物資としてヘリコプター

による輸送が行われた。気球用物資zド最大重1J1でしか

も大抵に輸送された物は. 7m}型ヘリウムボンベ544

本であった。

大気球の放球は天候および各績のトラブルに巻き込

まれたが. l J'.1 13 日 10時45分および悶日 1511寺 15分快晴

の脊笠に吸い込まれるように 1 日 2機の大気球の放球に

成功した。この2機は地球物政鋭担IJ総で，問 II寺飛刻観

測を悶的のーっとしており 30kmの上ZEで. I月 29 日現

在，陶磁大|壌をおよそ半周し飛線を続けている。

(並木道義)

肯第21回システム研究会聞かれる

さる l月 24日，宇宙科学研究所の研究・管理棟会議

場において，第21@1 システム研究会が開催されました。

今回は「われわれは宇宙で何をやるのか(その3)J で，

テーマとして「宇宙開発戦略を言語る」が選ばれました。

幹事の小林成徳教綬の挨拶の後，秋葉鍛二郎先生の

「宇宙政策論活発化へのl~]待」と題する講演に始まっ

た8人の講師の話はすべて非常に示唆に沼む内容のも

のばかりでした。最後に講演者と会場の参加者との自

由討論が行われ，現在の字'[Ii開発の記長題をめぐって活

発な議論がたたかわされました。長j倒的な戦略を打ち

立てるべきこと，闘の経済活動の活性化にも武献でき

る戦略を打ち出すべきこと. I宇宙のしき L、」を低く

するための「オープン・ラボ」術想，有人活動始動の

提案，有人飛行は当耐su加rbital night (事 il 道飛行)

をめざすべきというな見などが述べられました。字市

開発の控室~を妬くための 'Iii 闘は続くでしょう。一定 iの

論議の深まりを J~J 待したいもので'す。(的川泰主[)

育LUNAR-A プロジェクトの近況

LUNAR-A プロジェクトは. MUSES-C ミッション

の打上げ延期に伴うスケジュール変更を行った。 1作年

11 月初日にプロジェクトチーム金員が集まり，再キッ

クオフ会主義を開催し. 2∞4年度以降の打上げを目指し

て全員が逃進することを確認した。新しいスケジュー

ルでは，今年 2月からはペネ卜レータと t李鵬}の哨み合

わせ .10 月からは総合試験が行われる予定で，現在そ

れらの試験のための準備が進められている。

現在もっとも大きな仕事として行われているのは，

ペネトレータに*~される送受信裁の調整である。 rr

入試験用，災機ペネトレータ mの通信機の性能線認が
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iili1:1, NTスペース社内，および C棟 3 隣のm磁 ν ー

ルド宝や I i!}\'の侭潟相内に作られた fE依 yールドボッ

クスの中で行われている。ペネトレータに俗載される

月震計も i函日機と|司様に貫入試験用のもの， 3信機)fJの

ものが製作されつつある。それぞれ製作工程催認のた

めに，工f~の各段階毎に通信機，月震計の性能確認を

行うので，関係省4は大変忙しい口々をおくっている。

ペネトレータに俗載される月袋詰|はまた，名古Ii大

学犬山地震観測所のトンネルの中で， Itt界標準になっ

ている丙，iiF峻地震計と並べて，実際に地震記録を取り

ながら比較試験も行われている。これまでの結巣によ

ると， LUNAR-Aの月復計は地上の地震計に比べて極

めて小刻経 1;t，小ill力型ながら，地面の波動を極めて

精度良く記録していることが判明している。

LUNAR-A プロジェクトにとって， 2∞3年は大きな

節日になる年になる。プロジェクトチーム全日の力で

打 1-.げまでの幣備を滞り無く進めたい。(水谷 仁)

女カナダ宇宙庁長官来所

昨年 12JJ3111こカナダ宇宙庁 (CSA) 長宵M. Garneｭ

au 同上他 2名が下'Ii i仰を訪 IHj されました。国際宇 Hi ス

テーションの会議に来円された機会をとらえた来所で

した。

あいにく所長が不必であったため，私ほか数名で応

対しました。段初に;，江見交換ということで私が字 'iii

仰の膝史，組織，将米社 TJ!if等について簡単に紺介しま

した。 'j<Hi liJ fが行なっている科学ミッションの規綴，

多様さとその成*に篤かれたようでした。

長1';'・からは，カナダは国の経済規模が小さいことも

あって|司際協 JJ を通じて宇宙開発・宇宙科学を進めて

いること，今後は小型書衛星の独自開発も考えているが，

限られた続的を J雪 Ill!し特定の分野に重点化するつもり

であること等カナダの宇宙開発の現状の紹介がありま

した。カナダが独自の宇宙開発戦略を持ち，少ない経

費で効事良〈宇宙開発を進めていることが印象的でし

た。

日本とカナダはこれまでも惑昼間プラズマ等を中心

カナダ大使館怠事官 CSA 科学部門長 CSA 畏官

Dr.T.PhlipHicks Dr.DavidJ.W.Kendall MarcGarneau

に活発な悶際協力が行なわれてきましたが，今回の訪

問lを機会に今後もっと枠を広げ，いろいろな分野での

協力の可能性を追求することでお互いのな見が一致し

ました。

意見交換のあと所内見学をしていただきましたが，

クリーンルームで試験中の MUSES-C ， SOLAR-B にと

りわけ強い興味と関心を示されました。

カナダ宇宙庁長官の宇宙研訪問は初めてのことでし

たが，活発な意見交換がなされ，今後の協力関係を一

層発展させる上で大変有主主な機会となりました。

(絵本敏雄)

世ジャッコーニ氏ノーベル貧受賞

2∞2年のノーベル物理学賞が，小柴氏，デービス氏

と~p.んで， リカルド・ジャッコーニ氏に凌与された。

ジャッコーニ氏の受賞理由は IX 線天体の発見に導い

た， X線天体物理学への先駆的武献 J であった。わが

国では小柴氏の受:rtがたいへん大きく取り上げられた

ため，ジヤヅコーニ氏の受賞が n立たなくなってしまっ

たが，字市科学にとっては， X線天文学とのかかわり

や，スペースからの科学観測の成*が受:u・対象になっ

ている点から，たいへん大きいニュースであった。

ジャッコーニ氏は X線天文学の観 mlJ の最前線を切り

!J flt 、てきた。太陽より速い宇怖からの X線を初めて検

出した 1962 iloのロケット実験 ， I".な字社 IX 線部 l のf'f[類

と性質を i列らかにした史上初の X線天文衛 J註「ウフルム

宇宙 X線観測に初めて反射望 i畠鋭を導入しほぼあらゆ

る騒矧の天体から X線を検出した「アインユノュタイン」

衛星と， X線天文学の大きな飛踏をもたらした計融 iに

強いリーダーシップを発事 It し，直接の大きな.i't献をし

た。さらには，可視光観測の松高分解能に匹敵するほ

どの解像度を実現した現在活蹴中の X線天文衛星「チャ

ンドラ」のアイデアを提案したのもジャッコーニ氏で

あった。

ジャッコーニ氏が X線天文学の蒙 19J Jtl Jを切り開いて

きた第一人者であることを疑うものはだれもいないが，

X量産天文学の発展には，当然ながら他にも多くの貢献

があった。ジャッコーニ氏が宇宙 X線観測の最前線を

切り聞いた第一人者とすれば，その天体物:f!Il学として

の重要性を確立するi[('J:!な Jt 献をした第一人者は，元

宇宙科学研究所所長で一昨年急逝された小田稔先生で

あった。

事実， ジヤッコーニ氏の受賞講Iiiiでも，再三小問先

生の名前があげられその功績が紹介された。もしご存

命でおられたら，同時に受賞された可能性もあったか

と思うと，そのご逝去が L、まさらながら惜しまれる。

さらに， ジャッコーニ氏は，小仕 l聡先生・問中的自 II先

生に本いられた日本の X線天文衛 bl 携の， X線天文学

の発展への寄与についても，言及された。それらの開

発にかかわってきたものとして，たいへんうれしいこ

とであった。 UI 上一)
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第 5 回

大気球実験と気象

地 I-を離れた大気球は風とともに移動し.その飛均

速度や航路の変9! 1ま浮揚ガスの排気とパラスト投下に

よる高度変更によってのみ可能となる。このようなこ

とから，飛刻l時の安全性を確保するためにも，高}筒気

象情報が欠かせな L、。日本の三|袋付近では省上の闘に

示したような風があり，気球は東西方向に飛ぶ。飛湖

II寺附を長くとるためには，上昇中に気球が太平洋沖に

進むための偏1m風が強く，浮遊荷役zにおける風が東よ

りで弱い， 5......6月と 8-9月が適している。

店主球後，所定の浮遊高度に迷するまでの上昇フェー

ズでは，予測上昇経路が定められた純凶にあるかどう

かを澗べ，観~IIJが行われる浮遊時には，高度調節によ

り望ましい航路を選択する必婆がある。観測終了で気

球と観mlJi誌を降下させる際には，迅速・安全に間収可

能なように，指定された範聞に降下させるために高粉

皮の経路予測が求められる。これは科学気球による実

験を進める上でたえず研究していかなければならない

問題である。

このようなリアルタイムでの予測に利用可能な高!弱

気象データとしては，古くから利用されているラジオ

ゾンデによる観測依があり，最大高度30km程度まで

のデータが得られる。また，綾£.で潟l!r60kmまでの

気象ロケット観測が週 l回行われていたが，残念なが

ら2∞1£103月で打ち切られた。これらは観測地点と時

間が限られるため，利用には限界がある。

一方.気象衛産による Ifllt査観測や地上級milを含めて

様々な mil定備を肉化させた客観解析が多くの機関で行

われている。近年インターネット」ニでの情報公開が進

み，これらの一部を利用することができる。 NCEPE

CMWFによるものが有名である。日本でも気象庁が

高度 16kmまでながら公表している。この他，高度55

kmまでの布l化データがBADCにより公開されている。

こうした新しい手段を取り入れた気球飛均を支援する

システムの構築を図ってきた。これは，国外における

実験にも対応できるよう配慮されている。

右下の闘は，放球jjljの飛朔予副IJの例である。ただし，

以上に述べたような綴々なデータをmいたとしても，

その粉度から，前々肢における気球の飛朔を正確に予

milすることは現時点では不可能であり，自jjijの綴剖IJ も

必婆となる。したがって，事前に測風気球を上げてお

l!r40km以上までの胤のデータを取得し，上記のシス

テム巡用の補完を図っている。

井筒直樹

s。

..
調

初

官
6

倒

健

J劃 F・011 Mar Apr ~y J開 Jul Ao.得 S.p Oct Nov Dee

他方，気球飛朔の ν ミュレーションを行う l時や実際

の飛潟市 l御においては，風 Lの変化に対する気味の応答

の返さに注訟をはらう必袈がある。大気球のように鼠

径数一|・ m以上，総 'l'1.1 11 トンともなると，高度 35km で

は変化した風にのるのに 10分も裂する場合がある。こ

れは上昇中の気球にとっては. I向きが変わるまで数

km も上昇してしまうことを意味し，より高い高度を

めざす気球にとっては，飛期制御の難しさのー凶とも

なっている。このような巨大ガス構造体としての気球

のダイナミクスも研究の対象となっている。

(L 、づっ・なおき)
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ー音色事l L"iL
インド再び

八田博志

今回のインド訪問lは日本学術振興会の海外交流事業

の一つである第8閲日・印先進復合材料生産科学セミ

ナーに出1品するためであった。このセミナーは毎年日

本とインドで交互に附かれ，今凶は 12月の第一週にイ

ンドで捌俄された。小生のインド行きも 41国を数え，

会議自体は少々マンネリ化してきているが，インドは

行くたびに逃った裂を見せてくれ.今回も篤きの述絞

であった。

セミナーの捌俄場所は，デザーの北約2∞km， ヒマ

ラヤ山脈の箆のMussoorieという lilTであった。ここは

イギリス統治時代に立の避4草地として聞かれたところ

で，海抜2，αJOm程の III の上にある。長級はすばらし

く，南側にはヒンドスタン平僚が広がり，少し小高い

丘の上からは北朝IIIこ40km税能れたヒマラヤ山脈の高

峰がi肱製できる。このあたりには， '9Jなる川とあがめ

られているガンジス川の源流があり，観光案内によれ

ばインドのヒンズー教や yーク教等の布II々を祭る型地

が散在する。それら型地には，又になると沢山の巡礼

者が主まってくるとのことであるが，我々が行ったのは

初冬でもあり，観光客の数はまばらであった。

セミナーの間に骨休みにと小パス旅行が企関された。

パスは巡礼者の道の一つを辿り山奥に向かった。

1 ，0∞mlこも逮する深い谷の急峻な斜聞に作られ，路

肩も留められていない細いi置をパスは疾走した。対向

車とのすれ逃い時には，谷底に務ちはしないかと手に

汗を援り， 日本人参加者からはこんなげfにくるのであ

ればもう参加はごめん被るとのT苦情も発せられた。到

着したのは森林公協で， ヒマラヤ山脈が!日1近に見える

絶景の場所であった。

隣接して小学校があった。小学校といっても20-30

d 程の土問の教家一つしかなく， 40人ほどの生徒が3

グループに分かれて授業を行っていた。学校があるの

は標高3，αJOmの峠にある小さな町で，辺りを見回す

と斜面を利用して段々畑が盗か谷Eままで作られている。

民家は畑の閥に散在しており，眼下に広がる斜面を5

マイル以上も徒歩で通っている生徒もいるとのことで

ある。制服を必た小学生たちは赤い頬をしており，二

本線のぬをき在らしている子もいる。北部インド人は闘

が大きく彫りが深いためか，驚くほど聡l列そうに見え

る子もいる。我々のデジカメの映像を物珍しそうにの

ぞき込む日は郷いていて，死んだ隠をした大学生に授

業をしている身にとってはことさらかわいく見える。

朝早く町中を散歩すると，小学校の低学年くらいの

子供が大きなバケツを持って路地に設けられた井戸に

水くみに次々と現れ水を満たして帰って行く。家の紛

除やi誌作業の手伝L、も忙しく，学校は友達と遊べる楽

しみの場なのであろうか。日本人には昔懐かしい風裁

であった。

最初にインドを訪れたのは平成6年である。そのと

きには首都のデリーでも道路端にテントが並びそこで

寝泊まりしている人をたくさん見た。訪れるたびに，

テント生活者は減り， lilTをうろつく牛の数も減って経

滅的には設かになっているのが実感される。一方相変

わらずなのは多段のゴミである。特殊な場所を除き人

の集まる場所はゴミに翠iわれている。今はまだ人々が

ものを多く持たない生活をしているのでこの程度で収

まっているが.今後ものが補えたらどうなるのか人ご

とながら心配である。インドというと我々訪問者にとっ

て水などの衛生状態が問題にされるが，その解決の第

一歩はゴミ処理!なのかもしれない。

自動車の巡転のすごさは相変わらずある。ひっきり

なしにクラクションが鳴り，一車線の道路でも 'Ii;; に追

い越しを狙って対抗車線側に半分身を乗り出して運転

している。自分の車線に引っ込むのは対向車が来たと

きそれもすれ迎いのほんの一瞬である。一級国道でも

牛車が術物(今回の場合はサトウキピ)を満載してゆっ

くり走るため， 'Iニ主事を追い越すのは必然であるが， 自

分より遅い1fiは追い抜こうとする。追い越す準は必ず

クラクションをねらす。町中に入れば，道端に銭天が

jP.ぴ人も多く交通渋滞がしょっちゅう起きる。そのと

きにもクラク ν ョンが一斉に鳴らされる。外を tU歩け

ば， Iおでは 1:I.わな L 、かとの声がかかり，道行くオート

リキシャからも乗れとの声がかかる。人・車の喧喋で

慣れない身には疲れることこのよない。

ワークショップでは発表を終えると質問の声がそこ

かしこからあがる。日本の講泌会のように質問がなく

句会者が淡々質問を考えるということはまず不要であ

る。私共の研究室でも学生の多くは卒業旅行とやらで

海外旅行にl:Bかける。行く先の多くは欧米である。そ

んなとき筆者は「インドにでも行って人生を考えI血し

ては ?J と勧めるのであるが，実行した学生は一人も

いない。(はった・ひろし)
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議 日本初の科学衛星「しんせいJ (後編)

井上浩三郎

軌道一に乗った「しんせし、」は，ほぽ90分の周期lで闘っ

て来て観測データを送り続けました。当時の衛星巡}日

の周辺の事情についてお話します。

~時のテレメータ受信は内之lt1i一局だけで行い，受

信回数は毎日 5同か6図。現在の機に手軽に昔I'~草機が導

入できる時代ではなく，伝送装ut も1ll~く，すべての迷

期管制iの作業は人間の手で処理されました。衛星から

送られてくるテレメータデータは，ぺンレコーダ，ア

ナログデータレコーダ，デジタルプワンタ等に記録さ

れました。 f:JiI量の状態を見るためのクイックルック

(QL) は，デジタルプワンタに印字される2進 10進変

換されたf砲を換算ー表によって物理!盆に変換し，衛産の

機器のオン・オフ等の状態化録はw:制機に表示される

2進のうンプ表示モニタで行われるという状況でした。

また待jJ1J.へのコマンド送信は，衛星テレメータセン

タに設置された指令コード発生装訟のパネル面上にあ

るサムホイールスイッチによってコマンド務号を設定

した後，実行ボタンを押すことにより行われました。

これらの作業をまとめるのが運用管制の指針i者の作業

でした。受信が終γすると取得したデータの務理，ア

ナログテープの郵送等休む暇が無く 90分で l燭して

くる次の受信の懲備に入らなくてはならないという具

合でした。この述JHt旨抑者をfor問か経験しましたが，

これを 1週間も絞けるとくたくたになったことが思い

出されます。i.'UTI:な経験でしたが衛星運用がいかに忍

耐強さを必要とするかを実感しました。その頃寝食を

ともにし，述JfJ終了後泊を飲み交わした人たちとの友

情は今では経験できない楽し L、思い出になりました。

衛星から滋られてくるテレメータデータはビットレー

ト 64bps (I秒間に64ビット)という，今では大変遅い

速度で地上へ伝送され，地上の受信僚や復調装i伎を経

てアナログデータレコーダの磁気テープに記録されま

した。記録されたテープは，航空使または郵送で駒場

の研究所へ送られ，そこで再生されました。再生して

得られたテレメータ信号は. PCM1!lf.l~装'ifLでデジタ

ル信号にし，大型計t/:機 (HITAC-5020F) へ伝送さ

れました。大型計t/:機はその信号をフォートラン(コ

ノパイラー)のソフトで絞める信号に変換してデジタ

ルテープに記録しました。その後この処理は，当時の

ミニコンピュータ (M-4)を使用して， ビットレート

の41ftの速さで一次処裂され効率化が計られました。

内之浦局でデータを受信して，研究者の手に渡るのに

1週間f立はかかったと記憶しています。専用の高速デ

ジタル回線を使用しリアルタイムでデータを処理・モ

ニターできる今とは踊ill:の感です。

「しんせ L 、」はスピンで姿勢を安定に保持していた

ため，型5勢を正礁に決めることは.ill裂な要素でした。

当時は専用の伝送回線が無かったため，姿勢データ

(地総気センサと太織センサ〕は，テレメータデータ

の中から委勢データだけを紙テープに知l仕i し，当時50

ボー(後に2∞ボー)の~U話回線で時間をかけて駒場

へ伝送し大型計算機で資勢号|伐を行うという方法をとっ

ていました。路線を使った初めてのデータ伝送でした

が，姿勢を決めるにも，大変なT苦労がありました。

「しんせいJ に縫載された3つの縦割IJ総からはそれぞ

れ興味ある綴剖u結果が得られました。まず，南米大陸

付近の異常なtE般を見出し，太陽HI波観測では短波格

の太繊電波の発生機織をi列らかにし，宇宙観測装置も

中南米地fi?での異常カウントを見出しました。特に南

米上空の典'Ji~現象については，その後打ち上げられた

「たいよう」待街j}J泉1で3許干

学の伊E藤事2潟詰濯遊t先里引生i七:は. (我が協のf日開H回1底f長銀mlJにつ

いてのハイライトは初の科学衛星「しんせL 、」による

電子密度の観測であろう。これまでロケットだけに頼っ

ていたために i時|倒的および笠間的に限られた範閉しか

得られなかった直接観測データがworld wideに， しか

も昼夜にわたって待られるようになったのは大きな前

進である。}と訪っておられます。

第 1号科学衛星「しんせい」は， はじめての衛産観

測の経験でしたが，新しい事実が多く見出され，その

価値の大きさを見事にiffi:njJ した衛星でした。

(~、のうえ・こうざぶろう)
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気球、世界を結ぶ

n分の定年を意識し始めた頃，叙しくしていた外閣

の気味関係の友人も次々と定年を迎えて行くのに気付

いた。その方々は， 60年代に宇宙機関が科学気球を組

織的に開始した第一世代の後を受け， 80年代中葉から

90句ニ代を通じ，国際化，大規鋭化に尽力された。一つ

の時代の区切りを感じる。

スウェーデン北郎の宇宙基地Esrangeの所長であっ

たJ. Englundさんは，気球以外の分野でも宇宙研との

黙がりが深い方である。私は， 1996年に行われた大規

筏な北極圏での気味キャンペーンが縁となった。翌年

にスウェーデンでESAの観測ロケヅトと気床に関する

シンポジウムが開催された時，事務局長役のKemi さ

んと図り私を紛待して下さった。これが，以後活発化

したヨーロッパや米国での研究発表の端緒となった。

その頃には，三院で気味をfJち上げるという実務から

解店主され，気球1"1体の);1;本的研究に専念できるように

なっていた。それなりの結果も出せていたので，大変

よいタイミングをうえで Fさったと感謝している。

フランスの気球基地の所長D. Bawcom さんともキ

ルナでの実験が総である。氏は，それまで“フランス

の気球“であったものを， ESAの気球に発展させた功

労.('j といえる。フランス語以外話そうとしないスタッ

7 に対仏国際性の重要さを説色率先して英会話の

勉強に励んだと聞く。

J.Rand さんは気球を製作する Winzen lnt.I-I の社長

であった。だが，経営者と言うより，元 Texas A &

M大学の教綬という学者肌の方であり，米国気球の理

論と~践の両ffITにわたるリーダー的存在であった。残

念ながら， 1993年に，主(J;j(製造体制の合.IDl化が図られ

Raven 社に買収されてしまい ， })Ij れて Winzen

Engineering なる小さな会社を設立して活動を続けら

れた。不本意であったであろう。私のスーパープレッ

シャ一気球の研究をi'Jiく;平価して下さり， 1999年の

AlAAのコンファレンスでは，ご自身の発表の中でま

で紹介して下さった。私の発表が最優秀論文に選ばれ

たのも， Randさんと，次に紹介する Seely さんの後押

しがあったのではないかと思っている。

そのL. Seelyさんは Win田n社から Raven*1:に移っ

たブJで，工場長の立場である。化学が専門で，気球フィ

ルムの権威である。ジャズバンドの仲間を持ち I∞

矢島信之

kgを越える巨体で型ji くベースの腕は相当なものであ

る。今存，心臓を術めたとのメールをもらって篤いた。

幸い危機は脱したとのことでほっとしている。早く完

全回復し，気球，飛行船グッズがiYr狭しと.;If'.び，時物

f!l'i と自祢する工場のオフィスに復帰してほしいもので

ある。

D.Bawcom さんは，米国の気球基地の所長であっ

た。初めてそこを訪れた時， 70年代の有名な大型気球

天体望遠鏡計画， “Stratoscope II", m に作られた大

きな建物が，論文で見た通りに残っていて感激した。

私の気球への関わりは，望遠鏡の方向制御に始まった

からである。 3年程前に所長を退かれて間もなく，奥

織を亡くされたと伝え聞き，お悔やみのメールを:Hそ

うかと遼巡しているうちに時が過ぎてしまった。最近，

若ししかも億万長者の女性に見込まれて再販された

と聞いた。当然，今もお元気である。

まだまだ記したい多くの人がいるが紙而がない。最

後に，務としてはならない人がL、る。長く三隊大気球

観測所の事務主任であり，昨年退職された小松錦司さ

んである。上記の外国の友人達が来日した折りには，

基地近くの小絵邸を必ず見学コースに加えた。築 IC均

年を超える絡調ある家で，山野草が揃えられた手入れ

の良い庭は，哀の杉林から渓流へと続いている。元

JPL所長のB. Murrayさんご夫~を御案内した時には，

“これぞ国宝"と感心された。中尊寺の金色堂を見

物してから訪問したのに。その小松邸の前で搬られた

写真の一こまを示し， lSASニュースへの最後の議を

ill くこととする。(やじま・のぷゆき)

左から Seely さん、 Bawcom さん， Kemi さん.小松夫人.

私 Englund さん小松さん

ll



宇宙研での36年を振り返って

虞津春任

宇宙3憐|刻統合を半年後に控え，研究所の皆様が専

らこれからのことを考えておられる時に，こうして過

去を振り返るのはたいへん気が引けるのですが，本稿

ではそれを許して頂けると思います。 36年に及ぶ本研

究所での勤めが終わりに近づいた今，長い年月の出来

事が走馬燈のように思い返されます。幾つか思い出す

ことを投き綴ってみます。

衛星「はるかJ ではプロジェクトの責任者を務めま

した。「はるか」は，開発段階で，工学実験衛星とい

う位世づけと . ~ll波天文観測のための衛星という国際

的にも担ったJUJ待と，さらに本当はM-Vロケット初号

俊打ち上げ実験に績む(簡単であってほし L、)衛星で

ある，という三つの性格を持っていました。私自身，

M-Vロケットの開発にも関わっていましたので，上の

三重の性絡のもとで，三重の立場に立つ必要がありま

した。「はるか」が成功を収めたのは，衛星チーム，

M-Vチームの大勢の方々の言語に絶する努力の結*で，

私が何とか役目を巣たすことができましたのも全くこ

のような大勢の皆様の御陰です。

宇宙・研の大型地上設備についても，沢山の仕事をさ

せてTitきました。臼田64mアンテナ局と KSC20mアン

テナ局の建設では林友直先生の先導のもとで働きまし

たが，それから後の新精副IjレーダとKSC34mアンテナ

局の建設，臼田64m局のX待アップリンク俊能付加な

どでは，立場の巡り合わせから，私が先導役を務めま

した。 KSC18mアンテナの撤去もさせていただきまし

た。宇宙研のこれまでの衛星追跡設備の開発，建設の

歴史は科学衛星の発展と共にあります。科学衛星と地

上系の聞のこのような関係は今後も変わらないはずで

す。新機関になって施設管理の仕組みが多少変わって

も，地上系に関する研究・開発を科学衛星と一体のも

のとして積極的に進めていっていただきたいと思いま

す。

時代は遡りますが，三陸大気球観測所の建設にも深

〈関わりました。 1970年前後のことです。三陸の大気

球は西村純先生のリーダーシップのもとに，大きく発

皮しました。三陸初期lの頃の気球実験は，私がまだ若

かったこともあって，忘れがたい思い出です。共同利

用研究所というものの意味を理解したのも大気球観測

実験を通してであったように思います。三陵町や地元

の方々とのお付き合いは，建設前の基地調査の頃も含

めると. 35年近くにわたります。宇宙研のこれまでの

多くの活動は，施設がある地域からの支援の上に成り

立っています。新機関において三践の所属は変わりま

せんが，所属が変わる内之浦も臼聞も宇宙科学が今後

も施設の主たる使用者であることに変わりはありませ

ん。いずれの場所においても，土地の方々との関係を

大切にしていただきたいと思います。

上にお話したような宇宙研の本務の仕事とともに，

ほかに，マイクロ波を使ったリモートセンシングに関

する研究をしてきました。 1970年代中頃のことですが，

東大の回世I~の股場で場所をおftt りして，土在庫からのマ

イクロ波の散乱を測る，という実験をしたことがあり

ます。その実験で，後方散乱係数の水分依存性の感度

が，送受偏放が平行の場合よりも直交している掛合の

ほうが高い，ということを発見して，それ以降.Wら

偏波の伝える情報という観点からリモートセンシング

の研究を進めることとなりました。数多くの大学院学

生諸君がこの分野の研究に取り組んでくれました。今

から見ると草創期であり，原理的なことで楽しめる時

期lでした。

思い出話は打ち切りといたします。長年にわたり，

研究所の皆様には，たいへんお世話になりました。こ

こに深く感謝を申し上げます。新償問の中で宇宙科学

がより大きく発展していくことを心からご期待申し上

げます。(ひろさわ・はるとう)

ノ-=、 5月のMUSE.!トCの打上げ単備に加えて.10

ノ孟 \1 月の新横摘発足に向けての懲備も本格化して
1後 Ie V
、~ .う' きました。東大生産伎術研究所での9年，東

大宇宙航空研究所での 17年，宇宙科学研究所での22年の

経験を糧に，新しい組織での宇宙科学のさらなる発展を

めざしたいものです。(周東)
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